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は
じ
め
に

従
来
、
通
常
の
風
説
書
と
別
段
風
説
書
の
違
い
は
、
作
成
時
期
と
情
報
量
か
ら
説

明
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
通
常
の
風
説
書
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
存
在
し
、
五
か
ら
一
〇
ヶ

条
前
後
で
作
成
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
別
段
風
説
書
は
ア
ヘ
ン
戦
争
を
契
機
に
提
出

が
始
ま
り
、
情
報
量
は
一
〇
〇
ヶ
条
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
松
方
冬
子

氏
は
、
別
段
風
説
書
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
作
成
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
が
舶
載
さ
れ

て
く
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
長
崎
で
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
か
ら
聴
取
し
て
作
成
さ
れ
る

通
常
の
風
説
書
と
の
違
い
を
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
の
有
無
に
求
め
た（

（
（

。
松
方
氏
の
研
究

に
よ
っ
て
、
別
段
風
説
書
の
理
解
は
格
段
に
高
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
松
方
氏

を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
現
代
日
本
語
訳
も
刊
行
さ
れ（

（
（

、
別
段
風
説
書
の

内
容
理
解
も
容
易
と
な
っ
た
。
原
文
の
存
在
は
長
崎
訳
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
訳
を

生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
の
刊
行
に
よ
っ

て
、
各
年
次
の
長
崎
訳
と
江
戸
訳
を
通
覧
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

別
段
風
説
書
の
取
り
扱
い
と
翻
訳
作
業
は
、
通
常
の
風
説
書
と
は
異
な
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
通
常
の
風
説
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
入
港
後
、
以
下
の
手
順
で
作
成
・
送

付
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（

（
（

。
①
出
島
の
「
か
ひ
た
ん
部
屋
」
で
、
通
詞
目
付

と
大
小
通
詞
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
か
ら
情
報
を
聴
取
し
て
訳
文
を
作
成
す
る
。
②
年

番
通
詞
が
下
書
の
段
階
で
長
崎
奉
行
に
内
見
さ
せ
る
。
③
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
通
詞

目
付
・
大
小
通
詞
が
署
名
・
捺
印
し
た
清
書
を
二
通
作
成
し
、
長
崎
奉
行
所
に
提
出

す
る
。
④
入
港
の
翌
日
ま
で
に
長
崎
奉
行
が
関
連
書
類
と
と
も
に
刻
付
の
宿
継
で
江

戸
の
老
中
に
送
る
。
こ
の
よ
う
な
手
順
は
、『
阿
蘭
陀
船
入
津
ゟ
出
帆
迄
行
事
帳
』

や
『
紅
毛
通
詞
年
番
行
事
』
な
ど
に
記
載
さ
れ（

（
（

、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
の
年

番
通
詞
の
日
記
『
万
記
帳
』
で
は
そ
の
通
り
に
励
行
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
手
順
が
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
い
た
の
は
、
通
常
の
風
説
書
が
二
〇
〇
年
を
超
え
る
制
度
と
し
て
存
在

し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
別
段
風
説
書
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
作
成
・
送
付
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
本
稿
で
は
、「
崎
訳
」「
崎
陽
訳
」
と
呼
ば
れ
た
長
崎
訳
の
取
り
扱
い
と
翻
訳

作
業
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
提
出
後
、
阿
蘭
陀
通

詞
に
よ
る
翻
訳
作
業
を
経
て
、
江
戸
に
送
付
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
別
段
風
説
書
の
作
成
は
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
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七
）
ま
で
の
一
八
年
間
に
限
ら
れ
た
だ
け
に
、
手
順
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
変
遷
も
想
定
し
な
が
ら
、
各
年
次
の
具
体
例
に
基
づ
い

て
考
察
す
る
こ
と
と
な
る
。『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
の
書
評
に
お
い
て
指

摘
し
た
が（

（
（

、
翻
訳
作
業
を
含
め
た
取
り
扱
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
別
段
風
説
書

の
理
解
に
必
要
な
基
礎
的
研
究
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一　
長
崎
訳
の
取
り
扱
い

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
佐
藤
隆
一
氏
が
別
段
風
説
書
の
取
り
扱
い
を
知
り

う
る
史
料
を
紹
介
し
て
い
る（

（
（

。
そ
の
史
料
と
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
長
崎

訳
の
写
本
で
あ
る
『
甲
寅
荷
夷
報
条（

（1
（

』
に
記
載
さ
れ
た
「
別
段
風
説
取
扱
之
次
第
」

で
あ
る
。
筆
者
が
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
裏
表
紙
の
見
返
し
に
別
紙
で
張
り
込
み
さ
れ

て
い
る
。
同
写
本
は
「
温
故
堂
文
庫
」
の
蔵
書
印
か
ら
、
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
本
と

判
断
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
ず
は
史
料
を
掲
出
し
て
内
容
を
確
認
し
た
い
。

　
　
　

別
段
風
説
取
扱
之
次
第　

極（
朱
書
）秘

々
々

別
段
風
説
ハ
崎
陽
に
て
和
解
致
、
和
解
計
を
江
府
へ
差
出
し
候
処
、
田
口
加
州

勤
中
前
浜
松
侯
御
好
ニ
而
本
書
を
添
差
出
候
事
ニ
相
成
、
内
藤
房
州
勤
中
松
平

河
州
よ
り
福
山
侯
へ
申
上
一
枚
タ
リ
ト
モ
他
へ
不
漏
様
、
本
書
ハ
役
所
ニ
而
開

封
於
御
役
所
通
詞
四
五
人
手
附
用
人
立
合
熟
訳
致
さ
せ
、
草
稿
ハ
鎮
台
の
手
元

へ
取
上
、
清
書
二
冊
一
冊
江
府
上

一
冊
鎮
台
扣
二
冊
之
内
無
之
定
ニ
相
成
、
其
頃
薩
州
・
佐

賀
・
筑
前
ゟ
心
得
之
為
表
向
借
用
い
た
し
度
旨
申
儀
、
江
府
へ
伺
候
処
、
か
し

候
儀
者
決
而
不
相
成
、
御
国
筋
に
て
入
用
之
処
も
有
之
候
ハ
写
を
取
遣
へ
し
と

の
御
下
知
、

こ
こ
で
は
長
崎
訳
の
取
り
扱
い
と
そ
の
変
遷
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
要
点
を
整
理

す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1�　

別
段
風
説
書
は
、
当
初
は
長
崎
で
訳
文
を
作
成
し
、
訳
文
だ
け
を
江
戸
に
提

出
し
て
き
た
が
、
長
崎
奉
行
田
口
加
賀
守
喜
行
の
在
勤
中
、
老
中
水
野
忠
邦
の

意
向
に
よ
っ
て
、
原
文
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2�　

長
崎
奉
行
内
藤
安
房
守
忠
明
の
在
勤
中
、
勘
定
奉
行
松
平
河
内
守
近
直
が
老

中
阿
部
正
弘
に
建
言
し
て
、
訳
文
が
一
枚
た
り
と
も
流
布
し
な
い
よ
う
、
原
文

は
長
崎
奉
行
所
で
開
封
し
、
手
付
と
用
人
を
立
ち
会
わ
せ
て
阿
蘭
陀
通
詞
四
・

五
名
に
翻
訳
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
草
稿
を
没
収
し
、
訳
文
の
清
書
を
二
冊
の

み
作
成
す
る
取
り
決
め
と
な
り
、
一
冊
は
江
戸
に
送
付
し
、
一
冊
は
長
崎
奉
行

所
の
控
え
と
し
た
。

3�　

同
じ
頃
、
薩
摩
・
佐
賀
・
福
岡
三
藩
が
心
得
の
た
め
に
別
段
風
説
書
を
借
用

し
た
い
と
願
い
出
た
。
江
戸
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
借
用
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い

が
、
任
務
の
上
で
必
要
な
部
分
の
写
し
を
遣
わ
す
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

興
味
深
い
内
容
だ
が
、
書
き
手
と
な
る
人
物
も
不
明
で
あ
り
、
史
料
批
判
を
加
え

な
が
ら
1
か
ら
3
の
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

1
の
長
崎
奉
行
田
口
喜
行
の
在
任
期
間
は
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
四
月
か

ら
同
一
二
年
四
月
で
あ
る（

（1
（

。
最
初
の
別
段
風
説
書
が
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
田
口
が
長

崎
在
勤
中
の
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
七
月
だ
か
ら
、
そ
れ
以
前
は
和
解
の
み
を

江
戸
に
提
出
し
て
い
た
と
す
る
1
の
記
述
に
は
矛
盾
が
あ
る
。

天
保
一
〇
年
七
月
、
天
文
方
の
渋
川
六
蔵
は
老
中
水
野
忠
邦
に
蘭
学
・
蘭
書
の
取

締
り
に
関
す
る
上
書
を
提
出
し
た（

（1
（

。
上
書
で
は
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ
る
風
説
書
の
情
報
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操
作
を
批
判
し
、
そ
の
改
善
策
と
し
て
、
商
館
長
か
ら
従
来
の
風
説
書
と
は
別
に
詳

細
な
海
外
情
報
を
封
印
の
上
で
長
崎
奉
行
に
提
出
さ
せ
、
江
戸
で
翻
訳
を
行
う
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
上
書
を
受
け
て
、
天
保
一
一
年
五
月
、
老
中
水
野
忠
邦

は
長
崎
奉
行
に
対
し
て
書
付
で
、「
阿
蘭
陀
人
差
出
候
風
説
書
、
以
来
者
翻
訳
ニ
元

ノ
文
相
添
可
被
差
出
」
と
し
て
風
説
書
を
送
付
す
る
際
に
原
文
を
添
え
る
よ
う
指
示

し
、「
右
取
計
方
勘
弁
致
可
申
聞
候
」
と
し
て
対
応
を
長
崎
奉
行
に
委
ね
た（

（1
（

。

い
っ
ぽ
う
天
保
一
一
年
に
来
航
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
は
、
東
イ
ン
ド
政
庁
の
決
議
に

基
づ
き
、
定
期
刊
行
物
を
も
と
に
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報
を
書
面
に
し
たA

part N
ieuw

s

を
舶
載
し
た（

（1
（

。
こ
れ
が
最
初
の
別
段
風
説
書
で
あ
る
。
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）

九
月
の
長
崎
奉
行
戸
川
安
清
に
よ
る
引
継
記
録
に
は
「
水
越
前
守
殿
御
書
取
を
以
被

仰
渡
候
付
、
則
取
計
方
取
調
相
伺
候
処
、
去
子
八
月
伺
之
通
被
仰
渡
候
間
、
夫
々
惣

申
渡
候
旨
、
委
細
者
御
用
状
留
ニ
有
之
候（

（1
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
委
細
を
記
し
た

「
御
用
状
留
」
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
最
初
の
別
段
風
説
書
に
接
し
た
長
崎
奉

行
は
、
通
常
の
風
説
書
で
は
な
く
別
段
風
説
書
の
原
文
を
江
戸
に
送
付
す
る
こ
と
を

老
中
水
野
忠
邦
に
伺
い
出
て
、
天
保
一
一
年
八
月
に
了
承
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

1
に
い
う
和
解
の
み
を
送
付
し
て
い
た
の
は
通
常
の
風
説
書
で
、
原
文
の
提
出
を
求

め
た
老
中
水
野
忠
邦
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
別
段
風
説
書
の
原
文
が
江
戸
に
送
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
す
れ
ば
よ
い
。

2
の
長
崎
奉
行
内
藤
忠
明
の
在
任
期
間
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
九
月
か
ら

同
五
年
五
月
で
あ
る（

（1
（

。
長
崎
在
勤
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
八
月
か
ら
同
四
年
九

月
で
あ
る
。
嘉
永
三
年
五
月
に
長
崎
奉
行
大
屋
明
啓
が
長
崎
で
死
去
し
て
お
り（

（1
（

、
同

年
六
月
に
長
崎
訳
が
作
成
さ
れ
た
と
き
は
長
崎
在
勤
の
奉
行
は
不
在
だ
っ
た
。
そ
の

あ
た
り
を
勘
案
す
る
と
、
2
の
よ
う
な
取
り
扱
い
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
か
ら

採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勘
定
奉
行
松
平
近
直
は
弘
化
・
嘉
永
期
を
通
じ
て
長

く
海
防
掛
を
つ
と
め
て
い
た（

（1
（

。
老
中
阿
部
正
弘
に
建
言
し
た
上
申
書
の
文
面
に
は
接

し
て
い
な
い
が
、
長
崎
訳
の
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
、
長
崎
奉
行
に
対
し
て
翻
訳
作
業
と

管
理
の
厳
格
化
を
求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

嘉
永
三
年
五
月
に
幕
府
は
風
説
禁
止
令
を
出
し
て
い
る
。
前
年
に
行
わ
れ
た
海
防

策
に
関
す
る
諮
問
を
契
機
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
氾
濫
し
て
お
り
、
幕
府
は
特

に
海
防
掛
目
付
進
達
書
の
流
布
を
問
題
視
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

（2
（

。
幕
府
は
海
外
情
報

の
漏
洩
と
流
布
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

長
崎
警
備
に
関
わ
る
西
国
諸
藩
は
、
以
前
か
ら
阿
蘭
陀
通
詞
を
「
御
出
入
通
詞
」

な
ど
と
し
て
関
係
を
結
び
、
長
崎
聞
役
を
通
じ
て
別
段
風
説
書
を
含
む
海
外
情
報
の

収
集
に
努
め
て
い
た（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
関
係
を
通
じ
た
長
崎
訳
の
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
、

幕
府
は
2
の
取
り
扱
い
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の

長
崎
訳
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
状
況
を
、
熊
本
藩
で
は
「
近
年
別
而
御
秘
密
ニ
而
、

和
解
被
仰
付
候
通
辞
之
外
一
切
御
洩
無
之
、
自
然
相
洩
候
へ
ハ
右
通
辞
共
御
咎
被
仰

付
候
と
の
儀
被
仰
置
渡
候
由（

（2
（

」
と
説
明
し
て
い
る
。
阿
蘭
陀
通
詞
が
長
崎
訳
を
漏
洩

さ
せ
た
場
合
、
処
分
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

3
は
以
下
の
二
つ
の
事
実
と
関
係
す
る
と
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
嘉
永
五
年
（
一
八

五
二
）
一
一
月
に
別
段
風
説
書
に
記
さ
れ
た
ペ
リ
ー
来
航
予
告
情
報
の
記
事
を
、
老

中
阿
部
正
弘
が
長
崎
警
備
を
担
当
す
る
福
岡
・
佐
賀
両
藩
と
琉
球
を
配
下
に
お
く
薩

摩
藩
に
対
し
て
、
異
例
に
も
伝
達
し
た
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
も
う
一
つ
は
嘉
永
六
年
八
月

に
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
が
徳
川
斉
昭
に
宛
て
た
書
簡
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
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る
こ
と
で
あ
る
。

一�
、
蘭
舶
ゟ
申
上
候
風
説
書
、
御
用
部
屋
外
者
一
切
拝
見
不
被
仰
付
御
定
之
由

ニ
而
、
近
年
者
厳
敷
御
制
禁
被
仰
付
候
事
な
か
ら
、
諸
大
名
江
者
此
節
之
こ

と
く
、
拝
見
被
仰
付
度
儀
と
奉
存
候
、
只
今
ニ
而
者
却
而
疑
念
を
起
し
、
不

取
留
風
説
も
生
し
、
其
上
異
国
之
事
情
知
兼
、
気
遠
く
相
成
候
姿
も
有
之
、

其
上
諸
大
名
銘
々
自
分
ゟ
も
れ
候
と
被
存
候
を
恐
れ
、
却
而
流
布
仕
間
敷
、

不
取
留
浮
説
も
相
止
ミ
、
御
手
当
之
御
一
助
ニ
も
可
相
成
哉
と
奉
存
候
、
乍

然
と
て
も
御
沙
汰
ニ
難
被
及
事
ニ
御
座
候
ハ
ゝ
、
せ
め
て
浦
賀
御
固
メ
之

面
々
幷
ニ
長
崎
両
家
・
私
方
ニ
者
不
残
拝
見
之
儀
奉
願
上
度
、
此
段
恐
入
奉

申
上
候（

（2
（

、

こ
こ
で
い
う
風
説
書
は
別
段
風
説
書
で
あ
る
。
島
津
斉
彬
は
、
別
段
風
説
書
は
江

戸
城
の
御
用
部
屋
以
外
で
は
見
ら
れ
な
い
「
御
定
」
が
あ
る
と
い
う
。
情
報
の
秘
匿

は
か
え
っ
て
諸
大
名
の
疑
念
を
生
む
と
し
た
う
え
で
、
せ
め
て
江
戸
湾
警
備
の
担
当

諸
藩
や
福
岡
・
佐
賀
・
薩
摩
三
藩
に
別
段
風
説
書
を
公
開
す
る
よ
う
願
い
出
た
い
と

述
べ
て
い
る
。「
不
残
拝
見
」
と
あ
る
か
ら
全
文
公
開
を
求
め
て
い
た
。

い
っ
ぽ
う
幕
府
は
、
嘉
永
六
年
以
降
、
長
崎
訳
を
用
い
て
別
段
風
説
書
の
公
的
回

覧
を
始
め
、
当
初
は
三
奉
行
な
ど
幕
府
内
部
に
限
ら
れ
た
が
、
や
が
て
諸
大
名
に
対

し
て
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（2
（

。
別
段
風
説
書
に
関
す
る
幕
府
の
姿
勢
は
、
長
崎

で
の
漏
洩
を
禁
じ
、
江
戸
で
公
開
す
る
方
向
へ
と
転
換
し
た
と
す
る
指
摘
も
あ
る（

（2
（

。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
長
崎
で
必
要
に
応
じ
た
部
分
公
開
が
許
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
江
戸
で
福
岡
・
佐
賀
・
薩
摩
三
藩
に
部
分
公
開
さ
れ
、
さ
ら
に
全
文
公
開
も
求

め
ら
れ
て
い
た
と
見
て
お
き
た
い
。

二　
別
段
風
説
書
の
提
出
か
ら
翻
訳
ま
で

最
初
と
な
る
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
別
段
風
説
書
に
つ
い
て
、
当
時
の
長

崎
奉
行
戸
川
安
清
は
、
書
状
の
な
か
で
「
当
年
入
津
之
阿
蘭
陀
船
ゟ
風
説
之
趣
か
ひ

た
ん
封
書
を
以
、
内
密
申
立
候
次
第
も
有
之
候（

（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
別
段

風
説
書
が
「
封
書
」
で
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
封
書
」
を
用
い
た
提
出
は

他
見
を
憚
る
も
の
で
あ
り
、
幕
府
の
現
地
代
表
者
で
あ
る
長
崎
奉
行
に
宛
て
た
親
展

の
意
味
合
い
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

初
期
の
別
段
風
説
書
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
風
説
書
で
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報
は
「
別

段
」
に
申
し
上
げ
る
と
記
載
す
る
の
が
慣
例
化
し
て
い
た（

（2
（

。
通
常
の
風
説
書
が
オ
ラ

ン
ダ
船
入
港
の
翌
日
ま
で
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
別
段
風
説
書
は
入
港

後
、
た
だ
ち
に
提
出
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ
側
の
記
録
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五

二
）
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
チ
ウ
ス
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

七
月
二
十
一
日
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
長
崎
湾
に
入
港
す
る
や
い
な
や
、
私
た
ち
は

即
刻
、
別
段
風
説
書
提
出
準
備
に
取
り
か
か
り
、
素
早
く
そ
の
作
業
を
な
し
終

え
ま
し
た
。
そ
の
後
で
大
通
詞
吉
兵
衛
を
商
館
に
呼
び
出
し
ま
し
た
。
彼
は
今

年
度
の
私
た
ち
と
奉
行
と
の
交
渉
の
仲
介
役
を
つ
と
め
る
者
で
す
。
し
か
も
彼

は
い
つ
も
偶
然
に
機
密
問
題
に
関
与
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
人
物
で
す
。
私

た
ち
は
直
ち
に
そ
の
場
で
彼
に
封
印
し
た
風
説
書
の
包
み
を
渡
し
、
風
説
書
の

中
の
重
要
記
事
が
直
ぐ
に
目
に
つ
く
よ
う
に
、
鉛
筆
で
丸
印
を
付
け
て
お
い
た

と
注
意
し
て
お
き
ま
し
た（

（2
（

。

入
港
後
、
別
段
風
説
書
は
速
や
か
に
準
備
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
「
封
印
」
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し
、
阿
蘭
陀
通
詞
を
介
し
て
長
崎
奉
行
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
に
お
い
て
も
、「
長
崎
奉
行
が
ひ
そ
か
に
催
促
し
て
き
た
の
で
、
別
段

風
説
書
の
包
み
を
封
印
し
て
、
通
詞
の
吉
兵
衛
と
栄
之
助
に
渡
し
た（

（3
（

」
と
記
し
て
お

り
、
同
様
の
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
た
。

ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
チ
ウ
ス
は
別
段
風
説
書
の
重
要
記
事
に
鉛
筆
で
丸
印
を
つ
け
た

と
記
し
て
い
る
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
別
段
風
説
書
に
お
い
て
も
、
わ
か
り

や
す
い
オ
ラ
ン
ダ
語
に
す
る
た
め
に
鉛
筆
で
欄
外
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う（

（3
（

。

提
出
に
先
立
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
内
容
を
確
認
し
、
鉛
筆
で
翻
訳
へ
の
配
慮

を
な
す
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
残
さ
れ
た
別
段
風
説
書
の
蘭
文
控
に
は
、
末
尾
に
「
日
本

商
館
長
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
か
ら（

（3
（

、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
サ
イ

ン
を
し
た
後
に
「
封
印
」
し
た
は
ず
で
あ
る
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
江
戸
訳

の
末
尾
に
は
、
新
商
館
長
を
「
某
」
と
し
た
う
え
で
、「
按
尓
レ
ヒ
ソ
ン
」
尓
並
へ

て
名
を
書
セ
る
は
新
甲
必
丹
な
る
べ
し
、
字
体
読
ミ
難
け
れ
ハ
其
名
を
知
り
難
し
」

と
記
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
こ
と
は
別
段
風
説
書
の
末
尾
に
商
館
長
が
サ
イ
ン
し
た
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。

「
別
段
風
説
取
扱
之
次
第
」
に
よ
れ
ば
、「
封
書
」
は
長
崎
奉
行
所
で
開
封
さ
れ
て

翻
訳
作
業
が
行
わ
れ
た
。
通
常
の
風
説
書
が
出
島
の
「
か
ひ
た
ん
部
屋
」
で
作
成
さ

れ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
以
前
の
翻
訳
作
業
が
ど
こ

で
行
わ
れ
た
か
は
明
白
で
は
な
い
が
、「
封
書
」
で
提
出
さ
れ
る
以
上
、
阿
蘭
陀
通

詞
が
開
封
し
た
り
、
出
島
の
通
詞
部
屋
な
ど
で
翻
訳
し
た
り
す
る
こ
と
は
考
え
に
く

い
。
や
は
り
長
崎
奉
行
所
だ
ろ
う
。

長
崎
訳
は
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
。
長
崎
訳
の
末
尾
に
は
署
名
が
あ

り
、
各
年
次
の
人
数
は
二
名
か
ら
一
五
名
で
あ
る
。『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』

に
、
岩
田
み
ゆ
き
氏
が
作
成
し
た
「
別
段
風
説
書　

各
年
次
和
蘭
カ
ピ
タ
ン
・
通
詞

一
覧
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で（

（3
（

、
参
照
し
つ
つ
変
遷
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

天
保
一
一
年
は
中
山
作
三
郎
と
石
橋
助
十
郎
の
二
名
の
署
名
が
あ
る
。
両
名
は
注

文
品
の
取
り
扱
い
や
御
用
の
翻
訳
な
ど
を
担
う
御
内
用
方
通
詞
で
あ
っ
た（

（3
（

。
初
め
て

受
け
取
っ
た
別
段
風
説
書
は
、
内
密
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
長
崎

奉
行
田
口
喜
行
が
両
名
に
翻
訳
を
命
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
か
ら
嘉
永
三
年
ま
で
の
署
名
は
一
〇
名
か
ら
一
五
名

で
あ
る
。
こ
れ
は
大
小
通
詞
と
通
詞
目
付
か
ら
な
る
通
詞
仲
間
が
全
員
で
作
成
に
携

わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
通
常
の
風
説
書
と
同
様
の
形
式
で
、
通
詞
仲
間
の
新

た
な
業
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
通
詞
仲
間
が
連
帯
し
て
翻
訳
の
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
署
名
者
が
全
員
で
翻
訳
し
た
か

ど
う
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

嘉
永
四
年
以
降
は
、
通
詞
目
付
の
署
名
が
な
く
な
り
、
四
名
か
ら
八
名
の
署
名
が

あ
る
。
こ
れ
は
四
・
五
名
に
翻
訳
さ
せ
る
と
い
う
「
別
段
風
説
取
扱
之
次
第
」
の
記

述
と
も
符
合
す
る
。
年
番
通
詞
が
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く（

（3
（

、
署
名
者
は
年
次

ご
と
に
異
な
る
。
各
年
次
ご
と
に
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
長
崎
奉
行
か

ら
任
命
さ
れ
た
通
詞
が
翻
訳
を
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
通
詞
目
付
の
署
名
が
な

く
な
る
の
は
、「
別
段
風
説
取
扱
之
次
第
」
の
記
述
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
手
付
と
用
人

が
立
ち
会
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
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三　
長
崎
訳
の
作
成
状
況

こ
こ
で
は
、
翻
訳
作
業
に
か
か
っ
た
日
数
や
取
り
扱
い
の
状
況
な
ど
、
各
年
次
の

長
崎
訳
の
作
成
状
況
を
具
体
例
に
基
づ
い
て
検
討
す
る（

（3
（

。
日
数
は
分
量
や
内
容
に
も

左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）

オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
は
六
月
一
九
日
で
、
同
日
付
の
通
常
の
風
説
書
で
「
唐
国
と
エ

ケ
レ
ス
と
の
戦
争
、
今
以
不
穏
候
、
去
々
子
年
己
来
の
義
は
追
而
別
段
可
申
上
候（

（3
（

」

と
報
じ
ら
れ
、
欠
航
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
前
年
の
別
段
風
説
書
と
と
も
に

二
年
分
が
ま
と
め
て
提
出
さ
れ
た
。
条
数
は
写
本
に
よ
り
異
な
る
が
、
天
保
一
二
年

が
一
〇
〇
ヶ
条
前
後
、
天
保
一
三
年
が
六
〇
ヶ
条
前
後
に
及
ぶ
。
英
字
新
聞
の
蘭
訳

で
あ
っ
た
た
め
、
翻
訳
作
業
が
難
航
し
た
こ
と
は
次
の
書
付
に
示
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

別
段
風
説
和
解
差
上
方
之
義
追
々
御
催
促
ニ
相
成
、
日
夜
出
精
仕
候
得
共
、
右

ハ
「
エ
ケ
レ
ス
人
の
日
記
を
其
侭
阿
蘭
陀
語
に
書
取
之
書
面
ニ
御
座
候
得
ハ
、

通
例
之
和
解
物
と
ハ
違
ひ
、
其
上
御
内
密
奉
申
上
候
義
ニ
候
間
、
小
人
数
ニ
而

不
洩
様
精
々
申
談
候
義
ニ
付
而
ハ
何
分
捗
取
り
兼
、
漸
半
ハ
出
来
仕
候
間
、
先

此
分
相
納
申
候
、
相
残
候
分
ハ
当
十
七
日
御
宿
次
御
差
立
之
節
、
御
間
ニ
合
候

様
出
精
可
仕
候
、
此
段
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　

寅
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
付

�

大
小
通
詞　

印　
　
　
　
　

右
の
記
述
で
注
目
し
た
い
の
は
、
翻
訳
作
業
は
秘
密
裏
に
小
人
数
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
完
成
し
た
訳
文
の
末
尾
に
は
一
三
名
の
署
名
が
あ
る
が
、
全
員
で

翻
訳
し
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

高
島
秋
帆
を
通
じ
て
写
本
を
入
手
し
た
薩
摩
藩
の
長
崎
聞
役
奥
四
郎
の
書
付
に
よ

れ
ば
、
草
稿
も
没
収
さ
れ
、
長
崎
訳
が
宿
継
で
江
戸
に
送
ら
れ
た
の
は
七
月
二
七
日

と
い
う（

（4
（

。
二
年
分
の
翻
訳
作
業
が
終
了
す
る
ま
で
一
ヶ
月
以
上
か
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。（

２
）
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）

別
段
風
説
書
は
二
通
あ
る
。
こ
の
う
ち
開
国
勧
告
の
国
王
親
書
を
も
た
ら
し
た
オ

ラ
ン
ダ
軍
艦
パ
レ
ン
バ
ン
号
が
舶
載
し
た
別
段
風
説
書
の
作
成
状
況
を
見
て
み
た
い
。

パ
レ
ン
バ
ン
号
は
七
月
二
日
に
入
港
し
、
四
日
に
作
成
さ
れ
た
通
常
の
風
説
書
で

「
唐
国
帝
王
と
ヱ
ゲ
レ
ス
国
女
王
と
之
申
究
候
盟
約
一
條
之
儀
者
、
別
段
可
奉
申
上

候（
（4
（

」
と
報
じ
ら
れ
た
。
内
容
は
南
京
条
約
と
五
港
通
商
章
程
の
条
文
か
ら
な
る
。
後

掲
す
る
長
崎
奉
行
伊
沢
政
義
の
書
付
か
ら
八
月
三
日
に
江
戸
に
送
付
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

久
留
米
藩
の
記
録
に
は
、
七
月
二
八
日
の
記
述
に
「
一
昨
夜
通
詞
小
川
慶
右
衛
門

ゟ
極
密
々
ニ
而
出
島
役
所
ニ
有
之
候
取
出
遣
候
間
、
夜
中
写
取
差
上（

（4
（

」
と
あ
る
の

で
、
七
月
二
六
日
ま
で
に
は
翻
訳
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。「
出
島
役

所
」
は
長
崎
奉
行
所
の
西
役
所
を
指
す
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
長
崎
訳
の
控
え
が
存
在

し
た
ら
し
い
。
翻
訳
作
業
は
一
ヶ
月
近
く
か
か
っ
て
い
る
が
、
長
崎
奉
行
や
阿
蘭
陀

通
詞
が
パ
レ
ン
バ
ン
号
の
入
港
と
国
王
親
書
へ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。
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（
３
）
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

全
四
二
ヶ
条
か
ら
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
は
六
月
二
九
日
で
あ
る
。
次
に
示
す

史
料
は
佐
賀
藩
の
記
録
で
、
長
崎
聞
役
が
阿
蘭
陀
通
詞
か
ら
入
手
し
た
情
報
と
判
断

さ
れ
る（

（4
（

。
一�

、
昨
廿
九
日
入
津
之
蘭
船
風
説
、
同
夜
内
密
通
詞
方
罷
出
承
候
処
、
当
節
者

指
而
相
変
候
風
説
無
之
趣
ニ
御
座
候
、

一�

、
別
段
内
風
説
未
和
解
ニ
者
不
相
成
候
得
共
、
一
覧
相
成
候
処
、
右
江
も
指

た
る
儀
相
見
不
申
、
此
節
欧
羅
巴
諸
州
何
れ
も
戦
争
騒
動
有
之
、
ア
メ
リ
カ

州
も
彼
是
争
論
差
起
不
穏
趣
、
既
ニ
フ
ラ
ン
ス
国
王
者
当
時
ヱ
ケ
レ
ス
国
江

逃
去
居
、
同
国
江
大
騒
之
由
、
和
蘭
国
静
謐
ニ
御
座
候
趣
ニ
御
座
候
、
右
等

之
様
子
委
細
内
風
説
書
中
ニ
有
之
由
、
和
解
出
来
次
第
追
而
写
取
可
奉
差
上

候
、

入
港
翌
日
に
、
別
段
風
説
書
の
内
容
の
要
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
翻
訳
作
業
に
入
る
前
に
全
体
を
一
覧
し
て
内
容
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
続
く
記
述
に
「
先
書
奉
申
上
候
別
段
穏

（
マ
マ
）密

風
説
書
清
書
出
来
候
ニ
付
、
写
取
別

封
差
上
申
候
」
と
あ
っ
て
、
佐
賀
藩
が
写
本
を
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
関
係
記

事
の
冒
頭
に
七
月
五
日
と
あ
り
、
こ
れ
が
入
手
し
た
日
付
な
ら
ば
、
翻
訳
作
業
に
要

し
た
日
数
は
五
日
程
度
で
あ
る
。

（
４
）
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

全
一
二
一
ヶ
条
か
ら
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
は
六
月
一
一
日
で
あ
る
。
六
月
二

二
日
に
は
翻
訳
作
業
が
終
了
し
て
お
り
、
熊
本
藩
や
薩
摩
藩
の
長
崎
聞
役
が
阿
蘭
陀

通
詞
を
介
し
て
写
本
を
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（

（4
（

。
翻
訳
作
業
に
要
し
た
日

数
は
一
〇
日
程
度
で
あ
る
。

（
５
）
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

全
六
七
ヶ
条
か
ら
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
は
六
月
五
日
で
あ
る
。
阿
蘭
陀
通
詞

が
記
し
た
六
月
一
〇
日
の
覚
書
の
な
か
に
「
別
段
風
説
書
之
内
」
と
あ
っ
て
、
ペ

リ
ー
来
航
予
告
情
報
の
記
事
が
抜
粋
さ
れ
て
い
る
の
で（

（4
（

、
同
日
ま
で
の
数
日
間
に
翻

訳
作
業
が
終
わ
っ
て
い
た
。

薩
摩
藩
の
長
崎
聞
役
大
迫
源
七
の
届
書
に
よ
れ
ば
、
翻
訳
作
業
は
長
崎
奉
行
所
の

一
間
を
閉
め
切
っ
て
行
わ
れ
、
長
崎
奉
行
と
目
付
以
外
は
訳
文
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
草
稿
も
す
べ
て
没
収
さ
れ
た
と
い
う（

（4
（

。
大
迫
は
下
書
の
よ
う
な
書
付
を
入
手

し
た
が
、
万
一
露
見
す
る
と
翻
訳
を
担
当
し
た
阿
蘭
陀
通
詞
は
処
罰
さ
れ
る
と
述
べ

て
い
る
。
薩
摩
藩
は
写
本
そ
の
も
の
は
入
手
し
て
い
な
い
模
様
で
あ
る
。

（
６
）
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

全
五
六
ヶ
条
か
ら
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
は
六
月
二
八
日
で
あ
る
。
次
に
示
す

史
料
は
、
七
月
一
日
に
熊
本
藩
の
長
崎
聞
役
佐
藤
寿
八
が
阿
蘭
陀
通
詞
西
吉
兵
衛
か

ら
聞
い
た
話
を
報
じ
た
書
留
で
あ
る（

（4
（

。

一�
、
紅
毛
内
密
風
説
書
当
年
茂
御
奉
行
様
於
御
手
元
和
解
被
仰
付
、
大
小
通
詞

六
人
昨
今
両
日
罷
越
今
昼
迄
ニ
相
済
候
由
、
紙
数
三
拾
六
枚
程
御
座
候
得
共

御
許
ニ
而
者
不
用
之
稜
而
巳
ニ
而
、
心
得
方
ニ
相
成
候
儀
ハ
三
ヶ
條
有
之
候

由
、
則
左
之
通
、
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翻
訳
作
業
は
、
前
年
と
同
様
に
長
崎
奉
行
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
、
六
月
三
〇
日

か
ら
七
月
一
日
の
昼
頃
迄
の
一
日
半
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
引
用
部
分
以
下

に
は
、
ペ
リ
ー
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
の
来
航
予
告
情
報
が
簡
潔
に

三
ヶ
条
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
情
報
内
容
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

熊
本
藩
は
写
本
そ
の
も
の
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
７
）
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

全
九
四
ヶ
条
か
ら
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
は
七
月
五
日
で
あ
る
。
七
月
八
日
に

江
戸
に
送
付
し
て
い
る
か
ら（

（4
（

、
翻
訳
作
業
は
二
・
三
日
間
で
行
わ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

商
館
長
ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
チ
ウ
ス
は
「
別
段
風
説
書
を
江
戸
へ
急
送
す
べ
き
だ
と
い

う
私
の
申
し
出
に
奉
行
が
賛
成
し
た（

（4
（

」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
翻
訳
作
業
が
急
が
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
８
）
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

全
一
〇
五
ヶ
条
で
、
次
に
示
す
阿
蘭
陀
通
詞
の
書
付（

（5
（

か
ら
、
七
月
八
日
に
入
港
し

た
オ
ラ
ン
ダ
軍
艦
メ
デ
ュ
サ
号
が
舶
載
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

か
び
た
ん
ゟ
別
段
風
説
書
差
出
候
ニ
付
、
和
解
被
仰
付
、
一
覧
仕
候
処
、
右
之

内
ニ
者
魯
西
亜
都
兒
格
和
平
取
結
、
諸
国
静
謐
相
成
候
廉
、
幷
欧
羅
巴
諸
州
交

易
筋
之
条
約
取
結
候
外
、
格
別
肝
要
之
廉
無
御
座
候
、
右
風
説
書
和
解
仕
候
得

者
、
六
七
日
茂
相
掛
、
御
差
立
之
間
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
此
段
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　

辰
七
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
川
藤
兵
衛　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
木
昌
造　
　

印

こ
こ
で
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
和
平
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
通
商
条
約
の
締
結
を

除
い
て
重
要
な
情
報
は
な
い
と
し
た
う
え
で
、
翻
訳
作
業
は
六
・
七
日
か
か
る
の
で

宿
継
の
差
し
立
て
に
間
に
合
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
翻
訳
作
業
に
入
る
前
に
全
体
を

一
覧
し
て
内
容
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
、
急
い
で
翻
訳
す
る
必
要
が
あ
る
か
は
内
容

か
ら
判
断
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
長
崎
奉
行
川
村
修
就
は
、
七
月
一
〇
日
付
の
勘
定
奉
行
と
在
府
の
長
崎
奉

行
に
宛
て
た
書
簡
で
、
翻
訳
が
終
わ
り
次
第
、「
臨
時
刻
付
宿
継
」
で
差
し
上
げ
る

と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
長
崎
訳
は
通
常
の
風
説
書
と
同
様
に
刻
付
の
宿
継
を
用
い
て
江
戸

に
急
送
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

四　
長
崎
訳
の
清
書
と
草
稿

「
別
段
風
説
取
扱
之
次
第
」
に
よ
れ
ば
、
長
崎
訳
の
翻
訳
作
業
が
済
む
と
、
草
稿

は
没
収
さ
れ
、
清
書
は
江
戸
へ
の
送
付
分
と
長
崎
奉
行
所
の
控
え
の
二
冊
が
作
成
さ

れ
た
。
長
崎
奉
行
所
関
係
文
書
と
し
て
伝
来
す
る
『
自
嘉
永
四
年
至
安
政
四
年　

風

説
書　

全（
（5
（

』
は
、
阿
蘭
陀
通
詞
の
署
名
と
黒
印
が
あ
る
写
本
を
合
冊
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
長
崎
奉
行
所
の
控
え
と
な
る
正
本
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
草
稿
の
写
本
も
含

ま
れ
て
い
る
。
同
書
の
伝
来
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
以
降
、
長
崎
奉
行
所
で

長
崎
訳
の
管
理
が
徹
底
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
最
善
の
長
崎
訳
の
写
本
で

あ
り
、
多
く
の
年
次
で
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
の
翻
刻
本
と
し
て
採
用
さ

れ
、
岩
田
み
ゆ
き
氏
に
よ
る
各
年
次
の
解
説
の
な
か
で
写
本
の
特
徴
が
説
明
さ
れ
て

い
る（

（5
（

。
以
下
で
は
、
岩
田
氏
の
解
説
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
同
書
の
全
体
像
を
示
す
こ
と

で
清
書
や
草
稿
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。
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『
自
嘉
永
四
年
至
安

政
四
年　

風
説
書　

全
』
に
収
録
さ
れ
た
写

本
の
概
要
を
示
せ
ば
、

表
の
よ
う
に
な
る
。
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）

の
写
本
は
含
ま
れ
な
い
。

ま
た
、
安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
と
同
四
年
の

写
本
は
黒
印
が
捺
さ
れ

て
い
な
い
。
た
だ
し
、

安
政
元
年
の
写
本
に
は
、

裏
表
紙
に
異
筆
で
「
右

懸
り
通
詞
し
て
写
さ
し

め
直
ニ
引
継
之
、
水
野

筑
後
守
」
と
あ
り
、
こ

の
部
分
は
長
崎
奉
行
水

野
筑
後
守
忠
徳
の
自
筆

の
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
点
か
ら
し
て
も
、
合

冊
さ
れ
た
写
本
は
す
べ

て
控
え
と
な
る
正
本
と

み
て
間
違
い
な
い
。
な
お
、
海
外
新
聞
紙
の
翻
訳
二
点
と
通
常
の
風
説
書
一
点
も
合

冊
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
合
冊
さ
れ
た
時
期
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
以

降
と
わ
か
る
。

清
書
は
、
半
丁
ご
と
に
六
・
七
行
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
各
年
次
と
も
に
筆
跡
は

ほ
と
ん
ど
一
人
の
書
き
手
で
、
阿
蘭
陀
通
詞
の
署
名
は
自
筆
で
は
な
い
。
ま
た
、
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
の
サ
イ
ン
は
な
く
、
長
崎
訳
そ
の
も
の
に
は
サ
イ
ン
を
必
要
と
し
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸
に
送
付
さ
れ
た
清
書
も
同
様
の
書
式
で
作
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
写
本
は
、
江
戸
で
諸
大
名
に
回
達
さ

れ
た
写
本
と
、
半
丁
の
行
数
や
改
行
の
位
置
が
同
じ
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る（

（5
（

。

嘉
永
四
年
と
同
六
年
は
、「
下
書
」
と
記
載
さ
れ
た
草
稿
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
年
次
で
綴
じ
込
ま
れ
て
な
い
の
は
、
没
収
し
た
草
稿
は
そ
も
そ
も
保
存
す

る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
草
稿
か
ら
わ
か
る
翻
訳
作
業
の
状
況
を
見
て
お

こ
う
。

嘉
永
四
年
の
草
稿
は
、
半
丁
ご
と
に
五
行
の
記
載
で
あ
る
。
六
・
七
行
で
認
め
た

清
書
に
対
し
て
、
修
正
を
前
提
に
余
裕
の
あ
る
行
数
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
朱
書
と

墨
書
に
よ
る
修
正
が
あ
り
、
複
数
人
か
ら
な
る
筆
跡
で
あ
る
。
洋
暦
に
和
暦
の
割
注

を
つ
け
て
い
た
部
分
は
、
す
べ
て
和
暦
に
統
一
し
て
い
る
。「
奉
行
」
を
「
都
督
」、

「
共
和
政
治
」
を
「
合
衆
国
」、「
ブ
リ
タ
ニ
ヤ
」
を
「
エ
ゲ
レ
ス
」
と
す
る
な
ど
の

語
句
の
修
正
が
見
受
け
ら
れ
る
。
蘭
語
・
蘭
文
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
全
体
と
し

て
語
句
の
修
正
と
統
一
を
は
か
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
、
最
終
段
階
の
草
稿
と
見
ら

れ
る
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
草
稿
は
、
各
丁
ご
と
の
行
数
は
一
定
し
な
い
。
墨
書

表：『自嘉永四年至安政四年　風説書　全』の概要
年次 表紙 冒頭の表題 通詞の人数 通詞の黒印 半丁の行数 丁数 備考

嘉永 4 年 あり 別段風説 8 あり 7 36 表紙「嘉永四亥年別段申上候風説
書」。別に草稿あり。

嘉永 5 年 なし 別段風説書 5 あり 6 27

嘉永 6 年 なし 別段風説書 6 あり 6 33 朱書で割注の追記が数カ所あり。別
に草稿あり。

安政元年 あり 別段風説書 4 なし 6 40

表紙「七月八日急町便ニ而蘭船差越
候儀申出候別冊和解両通相作江戸へ
廻ス」「嘉永七亥年七月、別段風説
書和解」。裏表紙「右懸り通詞して
写さしめ直ニ引継之、水野筑後守」。

安政 2 年 なし 別段風説書 7 あり 6 67
安政 3 年 － － － － － － －
安政 4 年 あり 別段風説書 5 なし 7 41 表紙「安政四巳年、別段風説書」。
  （注）＊嘉永4・5年の間に1862年の海外新聞の翻訳2点が綴じ込まれている。
　　　＊安政2・4年の間に、通詞の黒印が捺された安政2年6月19日付の通常の風説書1点が綴じ込まれている。
　　　＊表紙・裏表紙がある場合は丁数に含めた。
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や
貼
紙
に
よ
る
修
正
が
あ
り
、
一
部
朱
書
の
追
記
も
あ
る
。
修
正
は
か
な
り
多
く
、

語
句
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
章
の
推
敲
に
も
及
ん
で
い
る
。
筆
者
の
能
力
を
超
え
る

が
、 

阿
蘭
陀
通
詞
の
翻
訳
力
を
考
え
る
う
え
で
、
絶
好
の
素
材
と
な
り
う
る
だ
ろ

う
。
筆
跡
は
複
数
人
で
あ
り
、
分
担
し
て
翻
訳
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
右
上
に

「
一
」
か
ら
「
十
二
」
の
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、
分
担
の
あ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

蘭
語
・
蘭
文
の
書
き
込
み
は
見
ら
れ
な
い
。

五　
江
戸
へ
の
送
付

清
書
さ
れ
た
長
崎
訳
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
と
と
も
に
江
戸
に
送
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
送
付
の
際
の
長
崎
奉
行
の
書
付
を
見
て
み
た
い
。

ま
ず
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
長
崎
奉
行
平
賀
信
濃
守
勝
足
が
進
達
し
た
事

例
で
あ
る（

（5
（

。

当
年
入
津
仕
候
阿
蘭
陀
船
持
渡
候
別
段
風
説
書
一
冊
、
カ
ヒ
タ
ン
差
出
候
間
、

和
解
為
仕
出
来
候
付
、
右
横
文
字
和
解
共
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　

未
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
賀
信
濃
守

原
文
一
冊
と
そ
の
訳
文
が
と
も
に
送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
長
崎
奉
行
大
沢
豊
後
守
乗
哲
が
送
付
し
た
事

例
で
あ
る（

（5
（

。

  「
丑（

朱
書
）七

月
廿
四
日
、
伊
勢
守
殿
荒
井
甚
之
允
を
以
御
渡
、」

　

阿
蘭
陀
船
ゟ
持
渡
候
別
段
風
説
書
和
解
出
来
ニ
付

　

差
上
候
儀
申
上
候
書
付

�

大
沢
豊
後
守　
　
　
　
　

当
年
入
津
仕
候
阿
蘭
陀
持
渡
候
別
段
風
説
書
壱
冊
、
か
ひ
た
ん
差
出
候
間
、
和

解
為
仕
出
来
候
付
、
右
横
文
字
和
解
共
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　

丑
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
沢
豊
後
守

原
文
一
冊
と
そ
の
訳
文
が
送
付
さ
れ
て
お
り
、
書
付
の
文
面
は
弘
化
四
年
と
ほ
ぼ

同
一
で
あ
る
。
封
紙
ウ
ハ
書
の
記
載
か
ら
、
長
崎
訳
は
七
月
二
四
日
、
老
中
阿
部
伊

勢
守
正
弘
か
ら
荒
井
甚
之
允
を
通
じ
て
町
奉
行
所
に
渡
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
前
述
の
ご
と

く
、
七
月
一
日
に
長
崎
訳
の
翻
訳
作
業
が
終
了
し
た
後
、
二
〇
日
程
度
で
江
戸
に
届

け
ら
れ
、
た
だ
ち
に
幕
府
内
部
に
回
達
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
に
長
崎
奉
行
伊
沢
美
作
守
政
義
が
進
達
し
た

事
例
を
見
て
み
よ
う（

（5
（

。

　
　

以
別
紙
申
入
之
候

此
節
入
津
之
阿
蘭
陀
本
国
船
よ
り
別
段
風
説
横
文
字
壱
冊
、
か
ひ
た
ん
差
出
候

に
付
、
和
解
申
付
候
処
出
来
候
間
、
申
上
書
取
調
、
横
文
字
和
解
御
扣
共
相

添
、
弐
通
宛
別
封
い
た
し
差
進
候
間
、
委
細
者
右
に
而
御
承
知
御
改
之
上
、
粘

封
〆
御
附
、
大
炊
頭
殿
へ
御
進
達
可
被
成
と
存
候
、
以
上
、

　
　
　

八
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
沢
美
作
守

　
　
　
　
　

戸
川
播
磨
守
様

　

阿
蘭
陀
本
国
船
ゟ
申
出
候
別
段
風
説
書
横
文
字

　

和
解
出
来
候
ニ
付
差
上
候
儀
申
上
候
書
付

�

伊
沢
美
作
守　
　
　
　
　

此
節
入
津
仕
候
阿
蘭
陀
本
国
船
よ
り
別
段
風
説
書
横
文
字
壱
冊
、
在
留
か
ひ
た

ん
を
以
差
出
候
に
付
、
和
解
為
仕
出
来
候
間
、
則
差
上
申
候
、
以
上
、
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辰
八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
沢
美
作
守

書
付
の
文
面
は
や
や
異
な
り
、
江
戸
に
訳
文
だ
け
送
付
さ
れ
た
よ
う
に
も
読
め
る

が
、
原
文
も
送
付
さ
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
別
紙
の
記
述
を
見
る
と
、

控
え
と
と
も
に
二
通
が
封
を
し
て
送
付
さ
れ
て
い
る
。「
別
段
風
説
取
扱
之
次
第
」

は
清
書
一
冊
の
送
付
と
す
る
が
、
他
の
年
次
も
控
え
を
含
め
て
二
冊
送
付
さ
れ
た
の

か
、
年
次
に
よ
り
異
な
る
の
か
は
後
考
を
待
ち
た
い
。
な
お
、
別
紙
の
宛
先
は
勘
定

奉
行
戸
川
播
磨
守
安
清
で
、
老
中
土
井
大
炊
頭
利
位
に
進
達
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
長
崎
訳
は
勘
定
奉
行
を
通
じ
て
、
老
中
に
進
達
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
月
番

の
老
中
で
は
な
く
、
老
中
首
座
に
進
達
さ
れ
て
い
た
と
見
て
お
き
た
い
。

江
戸
に
送
付
さ
れ
た
長
崎
訳
は
御
用
部
屋
に
留
め
置
か
れ
た
。
御
用
部
屋
で
の
保

管
は
、
別
段
風
説
書
が
老
中
と
若
年
寄
以
外
は
接
し
得
な
い
性
格
の
文
書
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
長
崎
訳
の
取
り
扱
い
と
翻
訳
作
業
を
検
討
し
て
み
た
。
判
明
し
た
諸
点
を

列
挙
し
て
み
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

1�　

別
段
風
説
書
は
機
密
扱
い
だ
っ
た
が
、
西
国
諸
藩
は
長
崎
聞
役
を
通
じ
て
阿
蘭

陀
通
詞
を
掌
握
し
、
長
崎
訳
の
写
本
の
入
手
に
努
め
て
い
た
。
幕
府
は
長
崎
訳
の

漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
以
降
、
翻
訳
作
業
と
管
理
の
厳

格
化
を
は
か
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
で
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
は
江
戸
で
福
岡
・

佐
賀
・
薩
摩
三
藩
に
長
崎
訳
を
部
分
公
開
し
、
翌
年
以
降
、
幕
府
は
長
崎
訳
を
用

い
て
幕
府
内
部
で
の
回
達
や
諸
大
名
へ
の
全
文
公
開
を
進
め
た
。

2�　

別
段
風
説
書
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
内
容
を
確
認
し
て
サ
イ
ン
し
た
後
、
封

印
し
た
封
書
を
用
い
て
長
崎
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
船
の
入
港
後
、
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
は
速
や
か
に
提
出
の
準
備
を
行
い
、
阿
蘭
陀
通
詞
を
介
し
て
長
崎

奉
行
に
渡
さ
れ
た
。

3�　

別
段
風
説
書
は
長
崎
奉
行
所
で
開
封
さ
れ
、
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ

た
。
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
は
御
内
用
方
通
詞
二
名
が
翻
訳
し
た
。
天
保
一

三
年
（
一
八
四
二
）
か
ら
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
ま
で
は
、
通
詞
目
付
と
大
小

通
詞
か
ら
な
る
通
詞
仲
間
が
全
員
で
長
崎
訳
の
作
成
に
携
わ
っ
た
。
嘉
永
四
年
以

降
は
、
長
崎
奉
行
か
ら
任
命
さ
れ
た
五
名
前
後
の
通
詞
が
翻
訳
し
た
。
手
付
や
用

人
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
翻
訳
作
業
が
行
わ
れ
、
長
崎
奉
行
自
ら
が
立
ち
会
う
こ

と
も
あ
っ
た
。

4�　

翻
訳
作
業
に
要
す
る
日
数
は
分
量
に
も
左
右
さ
れ
る
が
、
内
容
が
世
界
情
勢
全

般
へ
と
変
化
し
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
以
降
の
別
段
風
説
書
で
は
、
最
短
で

一
日
半
、
普
通
は
数
日
か
ら
一
〇
日
程
度
の
日
数
を
要
し
た
。
翻
訳
作
業
に
入
る

前
に
全
体
を
一
覧
し
て
概
要
が
把
握
さ
れ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報
を
報
じ
た
初
期

の
別
段
風
説
書
は
、
不
慣
れ
な
点
も
多
く
、
一
ヶ
月
前
後
の
日
数
を
要
す
る
場
合

も
あ
っ
た
。

5�　

翻
訳
作
業
は
、
阿
蘭
陀
通
詞
が
分
担
し
て
行
わ
れ
た
。
翻
訳
作
業
が
終
わ
る

と
、
草
稿
は
阿
蘭
陀
通
詞
の
手
元
に
残
ら
な
い
よ
う
に
没
収
さ
れ
た
。
嘉
永
四
年

以
降
、
清
書
は
江
戸
へ
の
送
付
分
と
長
崎
奉
行
所
の
控
え
の
二
冊
が
作
成
さ
れ

た
。
清
書
は
半
丁
ご
と
に
六
・
七
行
で
認
め
ら
れ
、
翻
訳
を
担
当
し
た
阿
蘭
陀
通

詞
が
署
名
の
下
に
黒
印
を
捺
し
た
。
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6�　

黒
印
が
捺
さ
れ
た
長
崎
訳
の
清
書
一
冊
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
一
冊
と
と
も
に

長
崎
奉
行
か
ら
江
戸
に
送
付
さ
れ
た
。
清
書
一
冊
に
加
え
、
そ
の
控
え
一
冊
が
送

付
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。
刻
付
の
宿
継
を
用
い
て
江
戸
に
急
送
さ
れ
、
勘
定
奉
行

を
通
じ
て
老
中
に
進
達
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
長
崎
訳
は
江
戸
城
の
御
用
部
屋
に
保

管
さ
れ
た
。

江
戸
に
送
付
さ
れ
た
別
段
風
説
書
の
原
文
は
天
文
方
に
下
げ
渡
さ
れ
、
江
戸
訳
が

作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
江
戸
で
は
、
長
崎
訳
と
江
戸
訳
の
校
合
も
行
わ
れ
た
。

紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
江
戸
訳
の
取
り
扱
い
と
翻
訳
作
業
は
別
稿
で
論
じ
て
い
る（

（5
（

。

あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

註（
1
）	

安
岡
昭
男
「
和
蘭
別
段
風
説
書
と
そ
の
内
容
」（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
六
号
、

一
九
七
〇
年
）、
片
桐
一
男
「
和
蘭
風
説
書
解
題
―
和
蘭
風
説
書
の
研
究
―
」（
日
蘭
学
会
・

法
政
蘭
学
研
究
会
編
『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）。

（
2
）	

松
方
冬
子
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
近
世
日
本
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
同

『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
3
）	

松
方
冬
子
編
『
別
段
風
説
書
が
語
る
一
九
世
紀
―
翻
訳
と
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
一
二
年
）。

（
4
）	

風
説
書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）。

（
5
）	

片
桐
一
男
『
開
か
れ
た
鎖
国
』（
講
談
社
、
一
九
九
七
年
）
四
七
～
五
〇
、
六
二
～
六
六
頁
、

前
掲
、
片
桐
「
和
蘭
風
説
書
解
題
―
和
蘭
風
説
書
の
研
究
―
」
二
〇
～
二
三
頁
を
参
照
。

前
掲
、
松
方
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
近
世
日
本
』
一
三
三
～
一
三
五
頁
で
は
、
通
常
の
風

説
書
の
作
成
過
程
を
再
検
討
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
の
舶
載
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

（
6
）	「
阿
蘭
陀
船
入
津
ゟ
出
帆
迄
行
事
帳
」（
片
桐
一
男
校
訂
『
鎖
国
時
代
対
外
応
接
関
係
史
料
』

近
藤
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
四
八
頁
、「
紅
毛
通
詞
年
番
行
事
」（
片
桐
一
男
・
服
部
匡

延
校
訂
『
年
番
阿
蘭
陀
通
詞
史
料
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）
二
三
七
頁
。

（
7
）	「
万
記
帳
」（
片
桐
一
男
・
服
部
匡
延
校
訂
『
年
番
阿
蘭
陀
通
詞
史
料
』
近
藤
出
版
社
、
一

九
七
七
年
）
九
〇
～
九
一
頁
。

（
8
）	

松
本
英
治
「
書
評　

風
説
書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』」（『
青
山
史
学
』

第
三
九
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
9
）	

佐
藤
隆
一
「
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
―
そ
の
公
的
回
覧
と
私
的
書
写
―
」（
風
説
書
研
究
会

編
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
五
六
九
～
五
七
一
頁

を
参
照
。

（
10
）	『
甲
寅
荷
夷
報
条
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
横
山
文
庫
）。

（
11
）	

岩
田
み
ゆ
き
「
別
段
風
説
書
写
本
の
所
在
状
況
に
つ
い
て
」（
風
説
書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン

ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
一
〇
九
頁
を
参
照
。

（
12
）	「
長
崎
奉
行
代
々
記
」（
鈴
木
康
子
『
長
崎
奉
行
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）

三
六
六
頁
。

（
13
）	

勝
海
舟
全
集
刊
行
会
編
『
開
国
起
原
』
Ⅳ
〔
勝
海
舟
全
集
一
八
〕（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
）

六
六
五
～
六
六
六
頁
。

（
14
）	

石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）

二
九
七
頁
。

（
15
）	

前
掲
、
松
方
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
近
世
日
本
』
一
五
七
～
一
五
八
頁
を
参
照
。

（
16
）	『
天
保
十
二
年
申
送
帳　

戸
川
播
磨
守
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）。

（
17
）	
前
掲
「
長
崎
奉
行
代
々
記
」
三
六
九
～
三
七
〇
頁
。

（
18
）	

同
右
、
三
六
九
頁
。

（
19
）	

後
藤
敦
史
『
開
国
期
徳
川
幕
府
の
政
治
と
外
交
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
五
年
）
三
六
～
三
七
、
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六
四
頁
を
参
照
。

（
20
）	
同
右
、
九
二
～
一
〇
五
頁
を
参
照
。

（
21
）	

長
崎
聞
役
に
よ
る
海
外
情
報
の
収
集
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。
芳

即
正
「
島
津
斉
彬
の
海
外
情
報
源
」（『
斉
彬
公
史
料
月
報
』
二
、
一
九
八
二
年
）、
藤
田
彰

一
「
阿
蘭
陀
別
段
風
説
書
の
漏
洩
」（『
洋
学
史
研
究
』
第
四
号
、
一
九
八
七
年
）、
梶
輝
行

「
長
崎
聞
役
と
情
報
」（
岩
下
哲
典
・
真
栄
平
房
昭
編
『
近
世
日
本
の
海
外
情
報
』
岩
田
書

院
、
一
九
九
七
年
）、
山
本
博
文
『
長
崎
聞
役
日
記
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
沼
倉

延
幸
「
開
国
前
後
、
長
崎
に
お
け
る
海
外
情
報
の
収
集
伝
達
活
動
に
つ
い
て
」（
保
谷
徹
編

『
幕
末
維
新
と
情
報
』〔
幕
末
維
新
論
集
一
〇
〕
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）、
片
倉
日
龍

雄
「
幕
末
期
佐
賀
藩
の
海
外
情
報
収
集
と
対
応
―
「
籌
邊
新
編
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
幕

末
佐
賀
科
学
技
術
史
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
松
本
英
治
『
近
世
後
期
の
対
外
政

策
と
軍
事
・
情
報
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）。

（
22
）	

細
川
家
編
纂
所
編
『
改
訂
肥
後
藩
国
事
史
料
』
巻
一
（
侯
爵
細
川
家
編
纂
所
、
一
九
三
二

年
）
一
一
四
～
一
一
五
頁
。

（
23
）	

岩
下
哲
典
『
幕
末
日
本
の
情
報
活
動　

改
訂
増
補
版
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
七
〇
～

七
三
、
二
六
四
頁
、
前
掲
、
佐
藤
「
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
―
そ
の
公
的
回
覧
と
私
的
書

写
―
」
五
七
六
～
五
八
〇
頁
を
参
照
。

（
24
）	

島
津
斉
彬
文
書
刊
行
会
編
『
島
津
斉
彬
文
書
』
下
巻
一
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）

七
〇
九
～
七
一
〇
頁
。

（
25
）	

前
掲
、
佐
藤
「
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
―
そ
の
公
的
回
覧
と
私
的
書
写
―
」
五
八
〇
～
五

九
〇
頁
を
参
照
。

（
26
）	

松
方
冬
子
「
近
世
後
期
「
長
崎
口
」
か
ら
の
「
西
洋
近
代
」
情
報
・
知
識
の
受
容
と
翻
訳
」

（『
歴
史
学
研
究
』
第
八
四
八
号
、
二
〇
〇
八
年
）
七
〇
頁
を
参
照
。

（
27
）	「
明
楽
飛
騨
守
・
田
口
加
賀
守
宛
戸
川
播
磨
守
書
状
写
」（
岩
下
哲
典
『
幕
末
日
本
の
情
報

活
動　

改
訂
増
補
版
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
三
五
五
頁
。

（
28
）	

前
掲
、
片
桐
「
和
蘭
風
説
書
解
題
―
和
蘭
風
説
書
の
研
究
―
」
四
〇
頁
、
佐
藤
隆
一
「
オ

ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
解
説
」（
風
説
書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
九
年
）
九
頁
を
参
照
。

（
29
）	

フ
ォ
ス
美
弥
子
編
訳
『
幕
末
出
島
未
公
開
文
書　

ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
チ
ウ
ス
覚
え
書
』（
新

人
物
往
来
社
、
一
九
九
二
年
）
三
三
頁
。

（
30
）	

同
右
、
四
〇
頁
。

（
31
）	

松
方
冬
子
「
解
題
」（
松
方
冬
子
編
『
別
段
風
説
書
が
語
る
一
九
世
紀
―
翻
訳
と
研
究
』
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
一
一
頁
を
参
照
。

（
32
）	

前
掲
、
松
方
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
近
世
日
本
』
一
五
五
、
一
六
九
頁
を
参
照
。

（
33
）	

前
掲
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
三
六
一
頁
。

（
34
）	

岩
田
み
ゆ
き
「
別
段
風
説
書
写
本
の
所
在
状
況
に
つ
い
て
」（
風
説
書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン

ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
七
八
～
七
九
頁
を
参
照
。

（
35
）	

片
桐
一
男
『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）
二
六
三
、
二
七
六
～

二
七
七
頁
を
参
照
。
天
保
一
一
年
の
通
常
の
風
説
書
を
見
る
と
、
通
詞
目
付
・
大
小
通
詞

に
加
え
、
他
の
年
次
に
見
ら
れ
な
い
「
御
用
和
解
掛
」
の
記
載
が
あ
る
。
中
山
作
三
郎
と

石
橋
助
十
郎
の
両
名
が
「
御
用
和
解
掛
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
蘭
学
会
・
法
政
蘭
学

研
究
会
編
『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
一
九
八
頁
。

（
36
）	

年
番
通
詞
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
片
桐
『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
』
一
二
八
～
一
四
五
頁
の

「
年
番
通
詞
一
覧
」
で
確
認
し
た
。

（
37
）	

以
下
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
入
港
日
、
別
段
風
説
書
の
条
数
な
ど
の
基
本
事
項
は
、
前
掲
『
和

蘭
風
説
書
集
成
』
下
巻
、『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
を
参
照
し
た
。

（
38
）	
前
掲
『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
下
巻
、
二
〇
七
頁
。

（
39
）	『
阿
片
事
件
記
事
』（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
大
槻
文
庫
）。

（
40
）	『
御
内
密
申
上
候
別
段
風
説
書
写
』（
久
留
米
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
有
馬
家
文
書
）。
奥
四

郎
の
書
状
は
、『
嘉
永
雑
録
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
島
津
家
文
書
）
に
も
収
録
さ
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れ
て
お
り
、
佐
藤
隆
一
氏
や
岩
田
み
ゆ
き
氏
が
紹
介
し
て
い
る
。
前
掲
、
佐
藤
「
オ
ラ
ン

ダ
別
段
風
説
書
―
そ
の
公
的
回
覧
と
私
的
書
写
―
」
五
七
一
～
五
七
三
頁
、
岩
田
み
ゆ
き

「
幕
末
期
に
お
け
る
長
崎
貿
易
商
人
の
海
外
情
報
―
巨
智
部
忠
陽
長
崎
在
番
日
記
『
要
録
』

の
検
討
―
」（『
青
山
史
学
』
第
三
九
号
、
二
〇
二
一
年
）
一
九
頁
を
参
照
。

（
41
）	

前
掲
『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
下
巻
、
二
一
三
頁
。

（
42
）	『
長
崎
表
蘭
船
入
津
一
件
』（
久
留
米
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
有
馬
家
文
書
）。

（
43
）	『
籌
辺
新
編
』
蘭
人
風
説
雑
三
冊
之
内
（
佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
鍋
島
家
文
庫
）。

（
44
）	

前
掲
、
沼
倉
「
開
国
前
後
、
長
崎
に
お
け
る
海
外
情
報
の
収
集
伝
達
活
動
に
つ
い
て
」
七

六
～
七
七
頁
を
参
照
。

（
45
）	

岩
下
哲
典
「
徳
川
慶
勝
筆
写
の
嘉
永
四
・
五
年
別
段
風
説
書
と
黒
田
斉
溥
の
嘉
永
五
年
対

外
建
白
書
」（
風
説
書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

九
年
）
六
〇
五
頁
を
参
照
。

（
46
）	

前
掲
、
芳
「
島
津
斉
彬
の
海
外
情
報
源
」
五
～
六
頁
、
岩
下
哲
典
『
予
告
さ
れ
て
い
た
ペ

リ
ー
来
航
と
幕
末
情
報
戦
争
』（
洋
泉
社
、
二
〇
〇
六
年
）
九
六
～
九
八
頁
を
参
照
。

（
47
）	

前
掲
『
改
訂
肥
後
藩
国
事
史
料
』
巻
一
、
一
一
五
頁
。

（
48
）	

前
掲
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
四
四
〇
頁
。

（
49
）	

前
掲
『
幕
末
出
島
未
公
開
文
書　

ド
ン
ケ
ル
＝
ク
ル
チ
ウ
ス
覚
え
書
』
八
五
頁
。

（
50
）	『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
十
四
』（
覆
刻
版
）（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

八
五
年
）
四
二
七
～
四
二
八
頁
。

（
51
）	

同
右
、
四
二
二
頁
。

（
52
）	『
自
嘉
永
四
年
至
安
政
四
年　

風
説
書　

全
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
）。

（
53
）	

前
掲
、
岩
田
「
別
段
風
説
書
写
本
の
所
在
状
況
に
つ
い
て
」
九
九
、
一
〇
二
、
一
〇
八
～

一
〇
九
、
一
一
一
、
一
一
四
頁
を
参
照
。

（
54
）	

同
右
、
一
一
一
～
一
一
二
頁
を
参
照
。

（
55
）	『
大
日
本
維
新
史
料　

第
一
編
ノ
六
』（
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
、
一
九
四
二
年
）
二
八
二

頁
。

（
56
）	『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
一
』（
覆
刻
版
）（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

四
年
）
六
四
四
～
六
四
五
頁
。

（
57
）	

前
掲
、
岩
田
「
別
段
風
説
書
写
本
の
所
在
状
況
に
つ
い
て
」
一
〇
八
頁
を
参
照
。

（
58
）	『
続
通
信
全
覧
』
類
輯
之
部
雑
・
荷
蘭
本
国
使
節
初
テ
長
崎
ニ
渡
来
国
書
捧
呈
一
件
八
（
外

務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）。

（
59
）	

松
本
英
治
「
別
段
風
説
書
の
取
り
扱
い
と
翻
訳
作
業
―
江
戸
訳
の
場
合
―
」（
津
山
洋
学
資

料
館
洋
学
研
究
誌
『
一
滴
』
第
三
〇
号
、
二
〇
二
三
年
）。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
二
〇
Ｈ
〇
一
三
一
四
「
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
の

研
究
」（
研
究
代
表
者
：
岩
田
み
ゆ
き
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。




